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北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
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爆
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る
再
質
問
主
意
書

北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
水
爆
実
験
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
平
成
二
十
八
年
一
月
十
四
日
提
出
、
質
問
第
四
六
号
）
に

対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
四
六
号
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
答
弁
が
あ
り
、
ま

た
、
新
た
に
疑
問
が
生
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
再
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
「
二
に
つ
い
て
」
中
、
『
「
実
験
に
関
連
す
る
情
報
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
』
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
実
験
に
関
連
す
る
情
報
」
を
、
「
実
験
場
付
近
に
お
け
る
設
営
・
撤
収
等
の
作
業
に
伴
う
人
員

や
車
両
の
動
向
そ
の
他
、
実
験
に
関
係
す
る
と
思
料
さ
れ
る
一
切
の
情
報
」
と
定
義
し
た
上
で
、
米
国
、
韓
国
等
の
関
係
国

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て
の
連
絡
や
通
報
が
事
前
に
あ
っ
た
の
か
、
改
め
て
回
答
を
求
め
る
。

ま
た
、
『
米
国
、
韓
国
等
』
の
「
等
」
に
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
国
が
含
ま
れ
る
の
か
回
答
を
求
め
る
。

二

答
弁
書
「
三
に
つ
い
て
」
中
、
核
実
験
の
定
義
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
『
北
朝
鮮
は
、
過
去
に
核
実
験
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
』
と
す
る
。
で
は
、
政
府
が
考
え
て
い
る
、
過
去
に
北
朝
鮮
が
行
っ
た
『
核
実
験
』
と
は
、
ど
の
よ

う
な
実
験
を
い
う
の
か
。
一
般
的
な
意
味
で
あ
る
「
核
兵
器
の
実
験
的
爆
発
又
は
他
の
核
爆
発
」
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
回

一



答
を
求
め
る
。

三

答
弁
書
「
四
に
つ
い
て
」
中
、
『
核
保
有
国
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
現
行
の
法
令
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
も
の

は
な
い
』
と
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
は
「
核
保
有
国
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
か
。
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
一
年
条
約
第
六
号
）
に
お
け
る
核
保
有
国
の
定

義
と
の
関
係
も
踏
ま
え
て
の
回
答
を
求
め
る
。

さ
ら
に
、
『
既
に
核
兵
器
計
画
が
相
当
に
進
ん
で
い
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
あ
る
が
、
『
核
兵
器

計
画
』
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
い
う
の
か
。
ま
た
『
相
当
に
』
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
を
い
う
の
か

回
答
を
求
め
る
。

あ
わ
せ
て
、
政
府
は
、
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
能
力
、
製
造
能
力
を
ど
の
程
度
の
も
の
と
考
え
て
い
る
か
、
回
答
を
求
め

る
。

右
質
問
す
る
。

二


